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［特集］
平成２７年
年頭所感・市政経営の方向
平成２７年
年頭所感・市政経営の方向

市役所新庁舎完成
正面玄関に設置した総合案内では
コンシェルジュが
来庁された方をご案内します
（２ページ、６ページ参照）
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議場で行われた竣工式（１月４日）

はしご車を使い行われたくす玉割り パネルディスカッションの様子

地元産木材を使用したカウンター

１月１２日、文化会館で式典を行った後、市消防団、

飯田広域消防、自主防災会、赤十字奉仕団などが、

市中をパレードしました。木遣りやまとい振りなどのア

トラクションも行われ、一年の平穏を祈念しました。

　

１２月２０日、南信州・飯田産業センターで、南信州に

おける高等教育のあり方について考えるシンポジウム

を開催しました。市長は旧飯田工業高校の施設を、

知と産業の集積拠点とするイメージを紹介しました。

平成２５年４月から建設工事を行って

きた市役所新庁舎が完成し、１月５日か

ら業務を開始しました。

新庁舎は防災拠点として耐震性を

高め、災害時でも庁舎機能を維持でき

るように非常用の電源や飲料水などを

確保しています。

また、便利でわかりやすい市民サー

ビスを目指し、市民の方の利用が多い

窓口業務を１階に集約し、総合案内

を配置しました。

新しい庁舎で業務スタート
市役所新庁舎が完成

飯田市消防出初式
一年の平穏に願いを込めて

飯田市・事業構想大学院大学シンポジウム
知と産業の集積を地域に
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耐震改修工事が完了した上久堅公民館

羽場獅子舞保存会の祝舞（丸山・羽場地区）

ＪＡの隣に移転・新築した下久堅公民館

１２月１３日に上久堅地区で、１２月２３日

に下久堅地区で、各公民館・自治振興

センターの竣工式を行いました。

上久堅は、現地で耐震改修工事を行

い、エレベーターや多目的トイレを設置

し、高齢の方にも使いやすい建物になり

ました。

下久堅は、ＪＡ下久堅支所の隣に移

転・新築し、ＪＡと連絡通路で行き来でき

るなど、利便性が高まりました。

１月１１日、地区単位（一部は中学校区単位）の１６会場

で、１３２０人（男性６１９人、女性７０１人）を対象に開催しまし

た。各会場ではそれぞれの地区の実行委員を中心に計

画した特色ある内容で、新成人を祝福しました。

思い出のスライド上映に笑みがこぼれる（龍江地区）

地区の特色を活かし祝福
飯田市成人式

上久堅と下久堅で公民館・自治振興センターが完成
生まれ変わった地域の交流拠点
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市 

長
　牧
野
光
朗

昨
年
１２
月
１
日
号
の
当
コ
ラ

ム
で
、肺
が
ん
の
観
点
か
ら
「
禁

煙
の
す
す
め
」
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
循
環
器
疾
患
の

観
点
か
ら
「
禁
煙
」
を
是
非
に

お
勧
め
し
ま
す
。

私
ど
も
心
臓
血
管
外
科
で
は

心
疾
患
、
大
動
脈
疾
患
、
末
梢

血
管
疾
患
の
手
術
を
担
当
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
手
術
を

受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
に
つ
い

て
「
こ
の
方
は
た
ば
こ
を
吸
わ

な
け
れ
ば
こ
の
様
な
病
気
で
手

術
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
に
」
と
思
う
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。
た
ば
こ
の
健
康

被
害
と
し
て
肺
が
ん
は
と
て
も

有
名
で
す
が
、
循
環
器
疾
患
に

お
い
て
も
大
き
な
健
康
被
害
が

出
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
う

方
は
吸
わ
な
い
方
に
対
し
て
、

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
に
な
る
割

合
が
最
大
３
倍
も
高
く
、
脳
卒

中
で
は
８
倍
、
突
然
死
で
は
１０

倍
も
高
く
な
る
の
で
す
。
ま
た

喫
煙
は
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
を

悪
化
さ
せ
る
作
用
も
あ
り
、　

様
々
な
心
臓
や
血
管
、
脳
、
腎

臓
な
ど
の
循
環
器
疾
患
を
作
り

出
し
て
い
る
の
で
す
。
一
方
、

た
ば
こ
を
吸
わ
れ
る
方
の
煙
を

二
次
的
に
吸
っ
て
し
ま
う
「
受

動
喫
煙
」
の
健
康
被
害
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
分

を
守
る
と
共
に
周
囲
の
方
々
も

守
る
と
い
う
こ
と
か
ら
是
非
、

禁
煙
を
お
願
い
し
ま
す
。
狭
心

症
や
心
筋
梗
塞
で
は
禁
煙
後
、

比
較
的
早
期
か
ら
発
症
の
危
険

が
低
下
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
一
日
も
早
い
禁
煙
を

お
勧
め
し
ま
す
。

し
か
し
「
止
め
た
く
て
も
止

め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
声
も
存

じ
て
い
ま
す
。
今
、喫
煙
は
「
喫

煙
病
（
依
存
症
＋
喫
煙
関
連
疾

患
）」
と
い
う
全
身
疾
患
で
あ

り
、
全
て
の
喫
煙
者
は
「
積
極

的
禁
煙
治
療
を
必
要
と
す
る
患

者
さ
ん
」
と
い
う
認
識
が
関
連

学
会
を
中
心
に
広
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
禁
煙
に
は
手
助
け
が
必

要
で
す
。
積
極
的
に
お
近
く
の

先
生
に
ご
相
談
下
さ
い
。

た
ば
こ
は
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」

と
同
じ
で
す
。
止
め
る
の
は
今

で
す
。

市立病院　心臓血管外科

北原博人  医師

続
「
禁
煙
の
す
す
め
」

循
環
器
疾
患
か
ら

そ
の 

１２１

我
が
家
の
小
さ
な
国
際
交
流

私
事
に
な
り
ま
す
が
、Ａ

Ｆ
Ｓ
の
高
校
生
交
換
留
学
制

度
に
よ
っ
て
、
昨
春
か
ら
こ

の
２
月
初
旬
ま
で
女
子
留
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し

た
。
彼
女
は
中
国
系
マ
レ
ー

シ
ア
人
で
５
年
ほ
ど
前
に
家

族
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移

住
し
ま
し
た
が
、
父
親
が
日

系
企
業
と
関
わ
っ
て
い
た
た

め
日
本
文
化
に
興
味
を
持
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

本
人
は
既
に
高
校
課
程
を

２
年
間
で
終
え
て
お
り
、
西

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
医
学

部
へ
の
入
学
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
飯
田
で
は
高
校
１

年
生
と
し
て
日
本
語
の
勉
強

に
精
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

受
け
入
れ
先
が
市
長
の
家
と

知
っ
て
、「
厳
格
な
家
庭
だ
っ

た
ら
ど
う
し
よ
う
。」
と
思
っ

た
そ
う
で
す
。

飯
田
の
印
象
に
つ
い
て
は

「
自
然
が
豊
か
で
安
全
な
い

い
と
こ
ろ
。
皆
親
切
に
し
て

く
れ
ま
す
が
、
高
校
に
入
学

し
た
頃
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は

外
国
人
の
私
と
話
す
の
に
戸

惑
っ
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
移
民
の
国
で
す

し
、
多
く
の
学
生
が
留
学
す

る
の
で
外
国
人
と
の
相
互
理

解
に
は
慣
れ
て
い
ま
す
。
飯

田
の
高
校
生
も
も
っ
と
留
学

し
て
異
文
化
体
験
を
し
て
も

い
い
の
で
は
。」
と
語
っ
て

い
ま
す
。

今
年
も
３
月
に
は
高
校
生

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

他
に
も
Ａ
Ｆ
Ｓ
な
ど
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
若
い

皆
さ
ん
方
が
異
文
化
を
体
験

し
、
そ
の
比
較
か
ら
自
ら
の

故
郷
を
知
る
機
会
を
更
に
増

や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と

思
い
ま
す
。
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僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢
将来の夢

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

先月の 御薗生詔二 さん（鼎）からのリレー

こ
ま
つ

ち 

か 

こ

小
松

千
佳
子
さ
ん
（
松
尾
）

私
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
働
い
て

い
ま
す
。

入
浴
、
食
事
、ト
イ
レ
の
お
手
伝
い
な
ど

「
若
い
の
に
大
変
な
仕
事
だ
ね
」
と
そ
の
頃

よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
ん
な
私

も
気
が
つ
け
ば
、
自
分
が
入
れ
る
年
齢
に
近

づ
い
て
来
ま
し
た
。
今
で
は
、
私
も
い
ず
れ

は
こ
こ
で
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
働
い
て
い
ま

す
。こ

こ
に
は
入
居
者
、そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
が

あ
り
ま
す
。
誰
に
も
気
が
ね
を
せ
ず
に
、ま

わ
り
の
人
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
な
、
幸
せ

だ
な
と
思
っ
て
毎
日
を
過
ご
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

こ
こ
で
暮
ら
せ
て
幸
せ
だ
っ
た
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
職
場
の
仲
間
と
日
々
、が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

くぼた きよと

久保田聖大 さん
（飯田西中３年）

僕の将来の夢は甲子園に出ることです。

なぜこの夢かというと、僕は小２の頃から

野球をやり始め、春夏の甲子園はかかさず

見ています。たまに甲子園へ行くこともあ

りました。試合を見ていると一人一人の勝

ちたいという思いや、誰かがホームランを

打った時のスタンドの歓声がすごいです。

僕は県外の高校を志願しています。つらいことなどが絶対に

あると思うけれど、それを乗り越えて僕は高校球児の目標であ

る甲子園でプレーをし、優勝旗を手にしたいです。

～ 大学生から
のメッセージ ～

～ 大学生から
のメッセージ ～

学びの宝庫、飯
田学びの宝庫、飯
田

学びの宝庫、飯
田

No.１９

私の所属するゼミでは、今年度のテーマ

として「飯田市における農業と農地の有効

活用」を選定し、飯田市の農業の状況や、

農地の活用方法について学びました。

昨年の３月と８月に飯田市で行った現地

調査では、所有者の方から依頼を受け耕

作放棄地を整備し、大豆や蕎麦を生産さ

れている地元の農家の方へのヒアリング

や、実際の農地の見学をさせていただきま

した。そこで、農家の方のより良いものを作

りたいという強い気持ちだけでなく、都会で

は感じることの少ない同じ地域の方々との

交流、人と人とのつながりを感じることが

出来ました。

また、農地の有効活用法として、耕作し

ている農地に太陽光パネルを併設する

「ソーラーシェアリング」について学ぶため、

太陽光発電の設置・運営を進めているお

ひさま進歩エネルギー株式会社の方々へ

のヒアリングも行いました。太陽光発電につ

いての知識が浅い私たちにも丁寧に対応

していただき、とても勉強になりました。

１週間ほどの現地調査ではありましたが、

飯田市ではとても多くの事を学びました。

この経験を今後のゼミでの研究や、大学生

活に生かしていきたいと思います。

飯田市における農業と
農地の有効活用

森田 智行

法政大学経済学部国際経済学科３年

（北海道札幌市出身）

とももり ゆきた

現地調査を行った法政大学西澤ゼミ
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　こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
（
遺

族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年

金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な

ど
）
を
受
給
で
き
る
方
は
、
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
平
成
２６
年
１２
月

以
降
は
、
年
金
額
が
児
童
扶
養

手
当
額
よ
り
低
い
方
は
、
そ
の

差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　お
受
け
取
り
の
年
金
の
月
額

が
４
１
０
２
０
円
よ
り
低
い
方

は
、
２
月
中
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。　な

お
、
ご
家
庭
状
況
や
所
得

（
ご
本
人
、
ご
家
族
）
な
ど
に

よ
っ
て
は
、
手
当
を
受
給
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　子
育
て
支
援
課

　家
庭
係

　内
線
５
７
３
８

国
民
年
金
保
険
料
お
得
な

１
年
前
納
・
２
年
前
納

　国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方

法
に
は
、
保
険
料
を
ま
と
め
て

前
払
い
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引

き
さ
れ
る
「
前
納
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

▼
１
年
前
納

　納
付
書
・
口
座
振
替
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
３
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

○
納
付
書

　

　４
月
初
旬
に
日
本
年
金
機
構

よ
り
郵
送
さ
れ
る
納
付
書
で

４
月
３０
日
ま
で
に
現
金
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
替

　

　口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
、

飯
田
年
金
事
務
所
ま
た
は
市

役
所
で
２
月
末
ま
で
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

・
持
ち
物

　年
金
手
帳
、
通
帳
、
口
座
届

出
印

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　飯
田
年
金
事
務
所
ま
た
は
市

役
所
で
２
月
末
ま
で
に
手
続

【参考】前納した場合の納付額

※ご注意ください
・保険料額と割引額は、平成２６年度の金額です。
・平成２７年度は、金額が変更になる予定です。

（平成２６年度保険料）

毎月保険料を
納めた場合

１８３,０００円
（１５,２５０円×１２カ月）

１７９,７５０円

１７９,１６０円

３５５,２８０円

１７９,７５０円

納付書で１年
前納した場合

口座振替で１年
前納した場合

口座振替で２年
前納した場合

クレジットカード
で１年前納した

場合

年間３,８４０円
の割引

年間３,２５０円
の割引

年間３,２５０円
の割引

２年間で
１４,８００円の割引

き
し
て
く
だ
さ
い
。

・
持
ち
物

　年
金
手
帳
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド

▼
２
年
前
納

　口
座
振
替
納
付
の
み
の
受
付
。

　口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
、

飯
田
年
金
事
務
所
ま
た
は
市

役
所
で
２
月
末
ま
で
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

・
持
ち
物

　年
金
手
帳
、
通
帳
、
口
座
届

出
印

▼
問
い
合
わ
せ

　市
民
課

　市
民
窓
口
係

　内
線
５
４
２
８

　飯
田
年
金
事
務
所

０
２
６
５（
２
２
）３
６
７
０

児
童
扶
養
手
当
と

公
的
年
金
と
の
併
給

●広報いいだ　掲載広告

70120-805-123 （平日9:00～17:00）

飯田信用金庫のすべてのＡＴＭコーナーを終日
休止いたしますので、当金庫のキャッシュカード・
通帳・他金融機関のキャッシュカード等、すべて
のお取引は終日ご利用いただけません。

お客様にはご不便をお掛けし誠に申し訳ご
ざいませんが、お預け入れ、お引き出し、お振
込等はお早めにご準備頂きますよう、よろしく
お願い致します。

飯田信用金庫からのお知らせ

ご不明な点は、当金庫営業店窓口または下記までお問い合わせください。

平成27年 2月15日（日）ＡＴＭの休止日

休止させていただくサービス

飯田信用金庫
ATMコーナーでのお取引×

当金庫を除く全国の信用金庫、他金融機関、コン
ビニＡＴＭでのお取引はご利用いだだけます。た
だし法人カードは信用金庫およびゆうちょ銀行
でのお取引に限ります。ご利用金融機関所定の
手数料が必要となります。

ご利用いただけるサービス

飯田信用金庫のキャッシュ
カードを使用したお取引

インターネットバンキング、テレホンバンキング、
デビットカードサービス等のお取引はご利用いた
だけます。

その他の
オンラインサービス

当金庫はオンラインシステム更改のため、
すべてのＡＴＭコーナーを臨時休止させて頂きます。

飯田信用金庫ＡＴＭコーナー
臨時休止のご案内

に電話します。

市役所の電話交換手がでます。

市役所の担当部署に電話がつながります。

お知らせに記載してある
４桁の内線番号をお告げください。

0265-22-4511
市役所への電話の掛け方市役所への電話の掛け方
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　乳
幼
児
が
受
け
る
定
期
予
防

接
種
「
三
種
混
合
（
百
日
せ
き

ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
）
ワ
ク
チ

ン
」
の
製
造
、
販
売
が
終
了
と

な
り
ま
し
た
。
（
新
し
い
四
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
が
確

保
さ
れ
た
た
め
）

　こ
れ
に
伴
い
、
接
種
時
期
が

遅
く
な
る
と
ワ
ク
チ
ン
の
在
庫

不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
三
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
完
了

し
て
い
な
い
場
合
は
、
早
め
の

接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　な
お
、
こ
の
予
防
接
種
は
４

回
で
完
了
で
す
。

▼
接
種
対
象

　７
歳
６
カ
月
未
満
の
お
子
さ

ん
で
、
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

と
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

を
別
々
に
接
種
し
て
お
り
、

　不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
回
数
が
三
種
混
合
の
接

種
回
数
よ
り
多
い
場
合
は
、

　三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
追
加
接

種
（
４
回
目
）
が
必
要
と
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　保
健
課

　健
康
推
進
係

　内
線
５
５
１
２
・
５
５
１
３

乳
幼
児
予
防
接
種

　三
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
販
売
終
了

　市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

測
量
・
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
業
務
、
物
品
供
給
・
役
務
・

業
務
委
託
等
の
競
争
入
札
な
ど

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
（
入

札
に
よ
ら
な
い
取
引
を
希
望
さ

れ
る
場
合
を
含
む
）
は
、
次
の

と
お
り
入
札
参
加
資
格
審
査
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
２７
・
２８
年
度
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

　訓
練
生
の
一
年
間
の
成
果
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　２
月
１４
日
㈯

　午
前
９
時
～
午
後
３
時

飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

の
技
能
展

▼
場
所

　飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

▼
主
な
内
容

○
訓
練
生
制
作
作
品
の
展
示

○
制
作
作
品
の
即
売
コ
ー
ナ
ー

・
編
物
、
洋
裁
、
和
裁
科
、
木

材
工
芸
科
の
小
物
類

・
藤
蔓
製
品
、
花
苗

・
プ
ラ
ン
タ
ー
、
踏
み
台
、
小

鳥
小
屋
、
菜
箸
な
ど
の
販
売

を
予
定

○
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
木
造
建
築
科
に
よ
る
工
作
コ

ー
ナ
ー

※
当
日
は
、
入
校
を
希
望
さ
れ

る
方
へ
の
訓
練
内
容
説
明
と

入
校
手
続
き
も
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　職
業
訓
練
法
人
飯
田
協
会

　飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

０
２
６
５（
２
３
）５
８
４
４

　平
成
２７
年
度
か
ら
経
営
所
得

安
定
対
策
の
、
畑
作
物
の
直

接
支
払
交
付
金
（
ゲ
タ
対
策
）
、

米
・
畑
作
物
の
収
入
減
少
影
響

緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
に

は
、
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
、

認
定
就
農
者
が
対
象
と
な
り
ま

す
。　受

給
の
該
当
者
で
、
認
定
農

業
者
、
集
落
営
農
、
認
定
就
農

者
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
方

は
、
交
付
金
の
対
象
か
ら
外
れ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　農
業
課

　生
産
振
興
係

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７

経
営
所
得
安
定
対
策
の

一
部
見
直
し

　な
お
、
建
設
工
事
に
つ
い
て

は
、
社
会
保
険
な
ど
（
健
康
保

険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保

険
）
の
未
加
入
者
（
適
用
除
外

者
を
除
き
ま
す
）
の
申
請
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
の
で
、
該
当
す

る
場
合
は
早
め
に
加
入
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　２
月
２０
日
㈮
～
３
月
１０
日
㈫

　（
必
着
）

▼
申
請
要
領
な
ど
の
入
手
方
法

○
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

http://w
w
w
.city.iida.lg.jp/

site/nyuusatsu/

○
財
政
課
窓
口
で
受
け
取
り

▼
提
出
方
法

　持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　〒
３
９
５
―
８
５
０
１

　大
久
保
町
２
５
３
４

　財
政
課

　管
財
契
約
係

　内
線
２
１
３
５

飯田市公式

 フェイスブック
飯田市公式

 フェイスブック

「広報いいだ」「広報いいだ」「広報いいだ」

市政情報や市の魅力を
飯田女子短期大学の学生
レポーター「いいレポ☆」の
メンバーと協働で発信中!!
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　「
森
林
づ
く
り
」
に
つ
い
て

の
事
業
説
明
と
意
見
交
換
を
い

た
だ
く
懇
談
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　森
林
に
は
、
水
源
の
か
ん
養
、

山
崩
れ
や
洪
水
の
防
止
、
地
球

温
暖
化
防
止
、
大
気
浄
化
な
ど

の
公
益
的
機
能
が
あ
り
、
私
た

ち
は
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま

森
林
︵
も
り
︶
づ
く
り

地
区
懇
談
会

す
。
そ
の
機
能
の
発
揮
に
は
、

間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　ま
た
身
近
な
里
山
の
整
備
も

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

　左
表
の
と
お
り

▼
時
間

　午
後
７
時
～
９
時

▼
問
い
合
わ
せ

　林
務
課

　森
林
保
全
係

　
　

　内
線
４
８
６
２

森林づくり地区懇談会

期　日 地　　区 場　　所

龍江・下久堅

三穂

山本

座光寺

上郷

伊賀良

上村・南信濃

竜丘・川路

千代

上久堅

下久堅公民館　

三穂公民館　

山本公民館　

座光寺公民館　

上郷公民館

伊賀良公民館　

南信濃地域交流センター

竜丘公民館　

千代公民館　

上久堅公民館

橋北・橋南・羽場・

丸山・東野・松尾・鼎

市役所新庁舎

Ａ３０１－Ａ３０２会議室２月１６日（月）

２月１７日（火）

２月１８日（水）

２月１９日（木）

２月２０日（金）

　中
央
・
鼎
・
上
郷
の
各
図
書

館
は
、
蔵
書
点
検
の
た
め
次
の

と
お
り
臨
時
休
館
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
臨
時
休
館
日

○
中
央
図
書
館

　２
月
１７
日
㈫
～
２
月
２０
日
㈮

○
鼎
図
書
館

　

　２
月
２４
日
㈫

蔵
書
点
検
の
た
め
の

図
書
館
臨
時
休
館

▼
日
時

　２
月
２２
日
㈰

　午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所

　飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

　浅
野
純
一
郎
さ
ん
（
豊
橋
技

術
科
学
大
学
准
教
授
）

▼
演
題

　「
都
市
縮
小
時
代
の
ま
ち
づ

く
り
」

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○

　長
野
県
建
築
士
会
飯
伊
支

部
事
務
局

０
２
６
５（
２
２
）９
７
７
０

○
地
域
計
画
課

　建
築
指
導
係

　内
線
２
７
５
１
、
２
７
４
３

ま
ち
づ
く
り
︵
景
観
︶

講
演
会

○
上
郷
図
書
館

　２
月
２５
日
㈬
・
２６
日
㈭

※
２
月
２７
日
㈮
は
、
毎
月
の
定

期
休
館
日
（
第
４
金
曜
日
）

の
た
め
、
３
館
と
も
休
館
。

▼
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

　歴
史
研
究
所
で
は
、
個
人
や

団
体
の
歴
史
研
究
活
動
に
対
し

て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
助
成
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

が
研
究
報
告
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

　２
月
２１
日
㈯

　午
前
９
時
～
９
時
３５
分

　

▼
場
所

　飯
田
人
形
劇
場

※
参
加
費
無
料
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

　

▼
研
究
テ
ー
マ
・
報
告
団
体

○
「
飯
田
市
長
野
原
地
区
の
歴

史
研
究
／
長
野
原
区
の
古
文

書
の
解
読
と
、
古
文
書
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
保
存
」

○
長
野
原
歴
史
研
究
会

　

▼
問
い
合
わ
せ

　歴
史
研
究
所

　総
務
係

０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

０
２
６
５（
２
１
）１
１
７
３

歴
史
研
究
所

研
究
助
成
報
告
会
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▼
募
集
期
間

　２
月
９
日
㈪
～
３
月
１３
日
㈮

▼
受
付
時
間

　午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▼
入
校
手
続
き

○
当
校
備
え
付
け
の
入
校
申
込

書
に
所
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
時
に
入
校
申
込
金

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
訓
練
計
画
・
募
集
定
員
な
ど

　下
表
の
と
お
り
。

※
短
期
課
程
は
、
応
募
者
数
が

８
人
未
満
の
場
合
、
開
講
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　職
業
訓
練
法
人
飯
田
協
会

　飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

０
２
６
５（
２
３
）５
８
４
４

飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

平
成
２７
年
度
訓
練
生

【普通課程】

【短期課程】

【短期課程　パソコン科】

訓練科名
曜日 期 間 年間日数 １日の授業時間

木造建築科 水
２年間 ５０日

８：４０～１６：３０ １０人 年間　６０,０００円

配　管　科 火 ８：４０～１７：２０ １０人 年間　６６,０００円

訓練科名
曜日 期 間 年間日数 １日の授業時間

編　物　科 月

月

火

水
１年間 ４５日 ９：３０～１５：３０

各コース

２０人
１カ月　６,０００円

木

木材工芸科 火

表　具　科 木

園　芸　科 金

コース名
曜日 期間 日数 授業時間

火
９：３０～１５：３０ １２人 １カ月　７,０００円

木
６カ月 ２１日

木
１８：３０～２１：００ １２人 １カ月　４,０００円

水

訓　練　計　画
募集定員

受　 講 　料 （※）

（入校申込金 １０,０００円）

訓　練　計　画
募集定員

受　 講 　料 （※）

（入校申込金 ５,０００円）

和　裁　科

（２コース）

洋　裁　科

（２コース）

訓　練　計　画
募集定員

受　 講 　料 （※）

（入校申込金 ５,０００円）

入 　 門

趣味活用

入 　 門

趣味活用

昼
の
部

夜
の
部

※ テキスト代、道具代が別途必要です。

※ 材料費、道具代などが別途必要です。

※ ご自身のノートパソコンを持込んでいただきます。テキスト代が別途必要です。
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　市
民
の
皆
様
の
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
相
談
や
指
導
・
助
言
を

し
て
い
た
だ
く
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　特
に
多
世
代
の
ス
ポ
ー
ツ
推

進
に
関
わ
り
、
平
日
の
夜
間
の

活
動
や
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
講

習
な
ど
に
積
極
的
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
る
方
を
募
集
い
た
し

ま
す
。

▼
募
集
人
数

　７
人

▼
応
募
資
格

　市
内
に
お
住
ま
い
の
１８
歳
以

上
の
方

▼
任
期

　平
成
２７
年
４
月
１
日
～

　平
成
２９
年
３
月
３１
日
ま
で

▼
報
酬

　市
の
規
定
に
よ
り
支
給

▼
選
考
方
法

　書
類
選
考
・
面
接

▼
応
募
方
法

　専
用
の
応
募
用
紙
が
あ
り
ま

す
。
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
応
募
締
切

　２
月
２４
日
㈫

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
募
集

　４
月
１
日
付
け
採
用
予
定
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
庶
務
係
（
受
付
）

○
募
集
人
数

　１
人

　

○
応
募
資
格

　高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の

学
歴
を
有
し
、
一
般
的
な
パ

ソ
コ
ン
知
識
を
有
す
る
方

○
勤
務
内
容

　受
付
・
庶
務
業
務

　土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
も

勤
務
あ
り
（
月
曜
日
休
館
）

○
勤
務
時
間

　午
前
８
時
４５
分
～
午
後
５
時

３０
分

　
　
　
　

○
賃
金

　月
額

　１
３
５
７
１
０
円

　（
通
勤
手
当
あ
り
）

▼
展
示
室
の
監
視
員

　
　
　
　

○
募
集
人
数

　４
人

○
応
募
資
格

　

　美
術
・
歴
史
な
ど
に
興
味
の

あ
る
方

○
勤
務
内
容

　展
示
室
で
の
監
視
業
務

美
術
博
物
館

臨
時
職
員
募
集

○
勤
務
時
間

・
午
前
９
時
１５
分
～
午
後
１
時

１５
分

・
午
後
１
時
～
５
時

○
勤
務
日
数

　１
カ
月
に
４
日
～
１８
日
程
度

（
展
覧
会
の
内
容
に
よ
り
変

動
）

　
　
　
　
　

　土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
も

勤
務
あ
り
（
月
曜
日
休
館
）

○
賃
金

　半
日

　２
９
１
２
円

　（
通
勤
手
当
あ
り
）

▼
採
用
予
定
日

　４
月
１
日
㈬

▼
試
験
方
法

　書
類
審
査
、
面
接
試
験

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　

　内
線
３
７
３
２

sports@
city
.iid
a.n
ag
an
o.jp

※
面
接
日
時
は
、
後
日
応
募
者

に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　市
販
の
履
歴
書
に
顔
写
真
を

貼
付
し
「
本
人
希
望
欄
」
ま

た
は
欄
外
に
希
望
職
種
を
記

入
し
て
、
開
館
日
の
午
前
８

時
４５
分
～
午
後
５
時
３０
分
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　郵
送
可
。

▼
申
込
締
切

　２
月
２０
日
㈮
（
必
着
）

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　追
手
町
２
―
６
５
５
―
７

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

公益財団法人長野県市町村振興協会では、宝くじの
社会貢献事業として、宝くじの受託事業収入を財源にコミュ
ニティ助成事業を行っています。今年度、越久保区（上久堅）
では宝くじの助成により次のような整備を行いました。

宝くじ助成金で整備

■問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３２■問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３２

越久保区では、越久保センターへテーブル、イス、音響
設備を整備しました。これにより、体験修学旅行やフィー

ルドスタディで
受け入れた学生
などとの交流や
様々な分野の学
習活動に役立て
ることができ、
地域づくりが進
むものと考えて
います。

越久保区では、越久保センターへテーブル、イス、音響
設備を整備しました。これにより、体験修学旅行やフィー

ルドスタディで
受け入れた学生
などとの交流や
様々な分野の学
習活動に役立て
ることができ、
地域づくりが進
むものと考えて
います。

　でんわ　（0265）

28-2828

飯田駅 伊賀良 中央道上飯田 中央道高森 中央道松川 一之瀬脳神経外 相澤病院 信大病院

7:20　発 7:32　発 7:38　発 7:42　発 7:47　発 8:40　着 8:50　着 9:00　着
信大病院 相澤病院 一之瀬脳神経外 中央道松川 中央道高森 中央道上飯田 伊賀良 飯田駅

13:30　発 13:40　発 13:50　発 14:43　着 14:48　着 14:52　着 14:58　着 15:10　着
　　　運賃＝飯田駅・伊賀良・上飯田⇔松本間 　３,６００円　 ◇　高森・松川⇔松本間 　３,４００円

『高速乗合タクシー』 飯田 ⇔ 松本便

 変更　毎日１往復　＜年中無休＞　前日までの予約制
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　長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
で
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地
域
活
動

を
行
う
た
め
の
幅
広
い
分
野
の

学
習
・
実
践
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

　概
ね
６０
歳
以
上
の
県
内
在
住

者
で
、
学
習
意
欲
が
旺
盛
で

あ
り
、
積
極
的
に
地
域
活
動

を
目
指
す
方

▼
主
な
学
習
会
場

　県
飯
田
合
同
庁
舎

▼
学
習
分
野

　知
識
や
教
養
の
講
座
、
趣
味

や
健
康
づ
く
り
の
実
技
、
社

会
参
加
活
動
の
実
践
な
ど

▼
学
習
期
間

　２
年
間

　年
６０
時
間
（
１
日

４
時
間
×
１５
日
間
）

▼
募
集
定
員

　１
１
０
人

▼
授
業
料

　年
間
８
５
０
０
円

　（
改
定
が
あ
る
場
合
あ
り
）

※
教
材
費
の
一
部
、
自
治
会
活

動
は
別
途 

▼
出
願
方
法

　飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉

課
、
市
役
所
長
寿
支
援
課
、

　各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
（
飯

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

飯
伊
学
部
学
生
募
集

田
５
地
区
は
公
民
館
）
に
用

意
し
て
あ
る
願
書
に
記
入
し
、

持
参
も
し
く
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
願
書
受
付

　２
月
２
日
㈪
～
２
月
２７
日
㈮

※
当
日
消
印
有
効

▼
入
学
者
決
定

　

　３
月
下
旬
に
飯
田
保
健
福
祉

事
務
所
か
ら
通
知
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ

○
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

　福

祉
課（
県
飯
田
合
同
庁
舎
内
）

０
２
６
５（
５
３
）０
４
６
４ 

○
長
寿
支
援
課

　長
寿
支
援
係

　内
線
５
７
５
７

　下
伊
那
の
城
郭
と
地
名
を
学

ぶ
講
座
の
第
６
弾
、
今
回
は
知

久
平
城
の
歴
史
と
地
名
の
関
わ

り
に
つ
い
て
学
び
ま
す

▼
日
時

　２
月
２２
日
㈰

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

　中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

伊
那
谷
地
名
講
座

　な
ぜ
伊
那
谷
に
人
形
芝
居
が

伝
わ
り
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
か
、
そ
の
歴
史
を
改
め

て
検
証
し
、
地
域
の
芸
能
と
し

て
伝
承
し
て
ゆ
く
意
義
を
確
認

し
直
し
ま
す
。
特
に
、
淡
路
の

人
形
浄
瑠
璃
と
の
歴
史
的
つ
な

が
り
を
明
ら
か
に
し
、
地
域
に

人
形
芝
居
が
根
付
い
た
歴
史
を

解
き
明
か
し
て
い
き
ま
す
。

▼
期
日

　２
月
２１
日
㈯

　

▼
第
１
部

　午
前
１０
時
～
正
午

○
概
説

　１０
時
１０
分
～

・「
伊
那
谷
の
人
形
技
術
と
芸
」

櫻
井
弘
人

　（
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

○
解
説
・
上
演

　１０
時
４０
分
～

・
「
三
番
叟
（
さ
ん
ば
そ
う
）
」
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

伊
那
谷
の
人
形
芝
居

「
観
音
霊
験
記
（
か
ん
の
ん

れ
い
げ
ん
き
）壺
坂
寺
の
段
」

　黒
田
人
形
保
存
会

・「
戎
舞
（
え
び
す
ま
い
）
」、

　「
日
高
川
入
相
花
王
（
ひ
だ

か
が
わ
い
り
あ
い
ざ
く
ら
）

渡
し
場
の
段
」

　今
田
人
形
座

▼
第
２
部

　午
後
１
時
～
４
時
３０
分

○
報
告

　１
時
～

・「
人
形
浄
瑠
璃
の
歴
史
」

　久
堀
裕
朗
さ
ん

　（
大
阪
市
立
大
学
）

・
「
伊
那
人
形
芝
居
と
淡
路
の

人
形
遣
い
」

　中
西
英
夫
さ
ん

　（
南
あ
わ
じ
市
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
資
料
館
）

・
「
伊
那
谷
の
人
形
芝
居
の
歴

史
」

　

　吉
田
ゆ
り
子
さ
ん

　（
東
京
外
国
語
大
学
）

○
討
論

　３
時
４０
分
～

　司
会

　吉
田
伸
之

　（
歴
史
研
究
所
）

▼
場
所

　飯
田
人
形
劇
場

※
参
加
費
無
料
。
申
込
不
要
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

　歴
史
研
究
所

０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

０
２
６
５（
２
１
）１
１
７
３

▼
テ
ー
マ

　「
知
久
平
城
跡
～
城
の
歴
史

と
城
下
の
地
名
～
」

▼
講
師

　池
田
喜
一
さ
ん

　（
伊
那
谷
地
名
研
究
会
会
員
）

▼
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

に

広告を掲載しませんか
広告掲載料金 ※１回の掲載当たり広告掲載料金 ※１回の掲載当たり

★縦５０mm × 横１８０mm

★縦５０mm × 横８９mm

２５,０００円

１４,０００円

■申し込み・問い合わせ／広報情報課　広報広聴係　

※申込方法など詳細は
お問い合わせいただくか
市ウェブサイトを
ご覧ください。
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　弥
生
時
代
の
遺
跡
や
古
墳
か

ら
出
土
す
る
ガ
ラ
ス
製
の
玉
を

「
と
ん
ぼ
玉
」
と
呼
び
ま
す
。

　と
ん
ぼ
玉
を
昔
の
作
り
方
で

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
多
少
の

コ
ツ
を
つ
か
め
ば
誰
で
も
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時

　

　２
月
２８
日
㈯

　午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

▼
場
所

　上
郷
考
古
博
物
館

▼
対
象

　小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

▼
定
員

　２４
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
め

て
の
方
を
優
先
と
し
て
抽
選
。

▼
参
加
費

　小
中
学
生

　
　４
０
０
円

　高
校
生
以
上

　５
０
０
円

▼
申
込
方
法

　住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学

年
）
、
電
話
番
号
、
参
加
経

験
の
有
無
を
明
記
の
上
、
往

復
は
が
き
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　２
月
２１
日
㈯
（
必
着
）

ぎ
や
ま
ん
工
房

と
ん
ぼ
玉
つ
く
り

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

　〒
３
９
５
―
０
０
０
３

　上
郷
別
府
２
４
２
８
―
１

　上
郷
考
古
博
物
館

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

kouko@
iida-m

useum
.org

▼
日
時

　２
月
２０
日
㈮

　午
後
１
時
～
４
時

　（
受
付
午
後
０
時
５０
分
）

※
個
別
相
談
（
希
望
者
）

　セ
ミ
ナ
ー
修
了
後
～
午
後
５

時
▼
場
所

　り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室

▼
内
容

　エ
ゴ
グ
ラ
ム
（
自
己
分
析
）

セ
ミ
ナ
ー

▼
講
師

　小
澤
美
智
子
さ
ん
（
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
信
州
地
域
キ
ャ
リ
ア

・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　

▼
定
員

　１５
人
（
申
込
順
）

▼
持
ち
物

　筆
記
用
具

▼
申
込
期
限

　２
月
１８
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
い
だ

０
２
６
５（
５
３
）８
９
６
６

就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

カセットボンベは
金属資源へ！
カセットボンベは
金属資源へ！

資源ごみ資源ごみ

火災事故
発生！
火災事故
発生！

カセットボンベは
金属資源へ！

処 　理　の　し　か　た

(1)　スプレー缶

●必ず火気のない、風通しのよい屋外で、噴
射音がしなくなるまでスプレーボタンを押
す、もしくは商品に記載された使用説明に
従い、中身排出機構、残ガス排出機構の
キャップ等を使うなどして、中身を出し切る。

(2)　カセットボンベ

●カセットコンロ本体に装着した状態で、中身
を使い切ってください。

中身を出し切ったスプレー缶類について、
必ず火気のない風通しのよい屋外で、
市販の道具などを使って
穴を開けてください。

必ず「資源ごみ（金属）」の袋に入れ、
集積所へ出してください。

環境課　廃棄物対策係　　内線５２４３・５２４４

問い合わせ

▲

処理方法の詳細については、環境課
廃棄物対策係までお問い合わせください。

今年度、カセットボンベが原因と思われるごみ収集車両の火災が複

数回発生しています。人命に関わる大惨事に繋がりかねないごみ収集

車両やごみ処理施設での火災や事故を防ぐために、冬の鍋料理など

で使用されたカセットボンベ、いらなくなったスプレー缶などは、必ず中

身を出し切ってから、「資源ごみ（金属）」として出してください！

どうしても使い切れない場合や、ガスを抜くこと
ができない場合は、商品に表示されているメーカー
にお問い合わせください。

車両火災発生時に
混入していたカセットボンベ

（火災の発生原因であるのかは不明である。）

車両火災発生時に
混入していたカセットボンベ

（火災の発生原因であるのかは不明である。）
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▼
日
時

　２
月
２２
日
㈰

　午
後
１
時
～
４
時
ま
で

▼
場
所

　飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
内
容

・
遺
言
、
相
続
、
成
年
後
見
に

関
す
る
手
続
き
の
相
談

・
各
種
許
認
可
な
ど
の
行
政
手

続
き
に
つ
い
て

▼
問
い
合
わ
せ

　長
野
県
行
政
書
士
会

　飯
田
支
部

　担
当
（
宮
島
）

０
２
６
５（
２
２
）６
８
８
３

遺
言
・
相
続
等

無
料
相
談
会

期　日 場　所

２月１６日（月） 伊賀良振興センター
２月２０日（金） 山本振興センター
２月２５日（水） 上郷振興センター
２月２７日（金） 座光寺振興センター
３月　４日（水） 龍江振興センター
３月　５日（木） 鼎自治振興センター
３月　９日（月） 松尾振興センター

申告相談日程

▼
飯
田
税
務
署
内
に
お
け
る
申

告
相
談

　２
月
１６
日
㈪
～
３
月
１１
日
㈬

　午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く

▼
公
民
館
に
お
け
る
申
告
相
談

○
対
象

　小
規
模
納
税
者

税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談

○
時
間

　午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
期
日
・
場
所

　左
表
の
と
お
り

▼
問
い
合
わ
せ

　関
東
税
理
士
会

　飯
田
支
部

０
２
６
５（
５
２
）３
０
９
０

市の
ウェブサイト
をご覧くだ
さい

市の
ウェブサイト
をご覧くだ
さい

市の
ウェブサイト
をご覧くだ
さい
飯田市役所

各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。 

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

家庭児童相談 りんご庁舎２階

新 庁 舎 １ 階

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

新 庁 舎 ２ 階

りんご庁舎３階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３０２

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００

新 庁 舎 ３ 階

教育相談室
内線３７２１

専用電話（ＦＡＸ兼用）
☎０２６５（５３）８７３０

３月１０日㈫
１３：００～１６：００

総務文書課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

※本人確認がで
きる書類と写
真１枚が必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

２月２３日㈪
３月９日㈪

１３：３０～、１５：００～

保健課保健指導係
内線５３０６
（予約制）

障害のある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障がい者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消 費 者 相 談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

男女共同参画課
内線５４５５

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法 律 相 談
（現在係争中の

ものは除く）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００
受付１５：３０まで

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

飯田商工会議所
（ 常 盤 町４１）

ジョブカフェいいだ
☎０２６５（５３）８９６６
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制・無料）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：３０
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５７３９

２月１７日㈫
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５４５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週木・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木・金曜日
１３：００～１７：００

毎月第１・
第３木曜日

１３：００～１６：００
※希望の方は
　前日午後５時
　までに申し込む

飯田勤労者
福祉センター

産 業 振 興 課
☎０２６５（５３）６０７８

南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外

国

語

相

談

外国人相談窓口
（市役所新庁舎

１階）

男女共同参画課
内線５４５３

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

高齢者の介護や
福祉などの相談

成年後見相談

の

相

談

女

性

の

た

め

心
配
ご
と
相
談

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

新 庁 舎 １ 階

新 庁 舎 ２ 階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特 別
（法律的）

一 般

ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１
市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

※市役所新庁舎移転に伴い相談場所が一部変更になりました。
詳しくは各相談窓口へお問い合わせください。
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例年午前９時頃、午後１時頃が混み合いますので、時間を見はからってお越しください。
また、２月６日から３月１６日までの間は、職員が各地区の申告相談に出張しています。この間に市役所税務課にお越しいただ

いたり、お電話いただいても、ご相談を受けることができませんのでご了承ください。

市・県民税　申告相談日程表

平日：午前９時～午前１１時３０分まで／午後１時～午後４時まで
２月１４日（土）　午前９時～正午まで    ３月１４日（土）　午前９時～午後１時まで

※上村、南信濃地区のうち、木沢地区会館、大町老人多目的センター、八重河内地区館、下栗総合交流会館、
程野区民センターは、午後の受付時間が他会場と異なります。

受付時間：午前９時～午前１１時３０分まで／午後０時３０分～午後２時まで

申告相談の受付時間

■問い合わせ　　税務課　市民税係　内線５１６２ ／ 飯田税務署　 ０２６５（２２）１１６５

ご注意ください

受付日 曜日 地　　区 会　　　場
午前の部（９：００～１１：３０） 午後の部（１３：００～１６：００）

２月６日 金 南信濃
木沢 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 木沢地区会館

八重河内 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 八重河内地区館

上村 下栗 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 下栗総合交流会館

２月９日 月
南信濃 押出・夜川瀬

２月１０日 火
上村 程野 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 程野区民センター

南信濃 上大島・下大島・新町 漆平島・池口・本町 南信濃地域交流センター

２月１２日 木
上村 上村保健センター

南信濃 南和田 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 大町老人多目的センター

２月１３日 金 下久堅 知久平・南原・小林 稲葉・下虎岩・柿野沢・虎岩 下久堅公民館

２月１４日 土 橋北、橋南、羽場 ※受付は９：００～１２：００

２月１６日 月
伊賀良

大瀬木・三尋石 中村
伊賀良公民館

２月１７日 火 上殿岡・下殿岡・三日市場 北方・育良町

２月１８日 水 三穂 伊豆木 立石・下瀬 三穂公民館

２月１９日 木 川路 ２区・３区・４区・５区 ６区・７区・８区 川路公民館

２月２０日 金 山本 東平・大明神・北平・中平・西平・南平 湯川・竹佐・箱川・久米・ニッ山 山本公民館

２月２３日 月
竜丘

桐林 時又・嶋
竜丘公民館

２月２４日 火 長野原・上川路 駄科

２月２５日 水
上郷

下黒田南・下黒田東 上黒田・下黒田北
上郷公民館

２月２６日 木 別府上・別府下 丹保・北条・飯沼南・南条

２月２７日 金 座光寺 座光寺公民館

３月２日 月 上久堅 上久堅公民館

３月３日 火 千代 千代公民館

３月４日 水 龍江 １区・２区 ３区・４区 龍江公民館

３月５日 木
鼎

中平・一色・名古熊 下山・西鼎・東鼎・下茶屋 鼎自治振興センター

（３階）３月６日 金 上茶屋・上山 切石

３月９日 月
松尾

水城・明・常盤台 寺所・清水・毛賀
松尾公民館

３月１０日 火 上溝・新井・城 久井・八幡町・代田

３月１１日 水 橋南・丸山 橋南 丸山

３月１２日 木 羽場

３月１３日 金 橋北・東野 橋北 東野
飯田文化会館

３月１４日 土 休日相談 ※受付は９：００～１３：００

３月１６日 月 予備日 地区の指定日に市・県民税の申告ができなかった人

地区の指定日に市・県民税の

申告ができなかった人

風張・堂平・越久保・森・小野子・

落倉・平栗・蛇沼

田力・荻坪・芋平・野池・米川

原平・中宮・下平・大鹿・上平

法全寺・山中・大郡・米峰・

毛呂窪・八ノ倉・下村

宮の前・唐沢・共和・下羽場・

中河原・中羽場・欠野・河原・

高岡・清水・恒川

市場通り・北市場・上野・

上野新町・万才・原・宮崎・大堤

相　談　指　定　地　区　お　よ　び　受　付　時　間

南信濃地域交流センター
樋口・山原・昭和通り・下和田・

下市場・尾の島・松島

市役所新庁舎

Ａ３０１、Ａ３０２

橋北・橋南・

羽場

上町・中郷

羽場
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市・県民税の申告と
所得税の確定申告の時期です
市・県民税の申告と
所得税の確定申告の時期です
市・県民税の申告と
所得税の確定申告の時期です

公的年金等の収入金額の合計が４００万円以下で確定申告が不要の方へ

次に当てはまる方は、市・県民税の申告書の提出が必要です。
・公的年金の源泉徴収票に記載されている控除について、内容の追加や変更をする方
・医療費控除、生命保険料控除、地震保険料控除、障害者控除、寄附金税額控除等の控除を追加する方
・公的年金以外に２０万円以下の所得がある方

○収入が給与のみの方で、医療費控除、扶養控除など各種控除を追加する方

○収入が公的年金のみ、かつ公的年金の収入金額が４００万円以下の方で、医療費控除、扶養控除などの各種控除を追加する方

○給与・公的年金以外の収入（農業所得、不動産所得、一時所得、譲渡所得など）がある方（確定申告を提出する方を除く。）

○国や地方公共団体に土地等を譲渡（売却）した方

○平成２６年中に収入が無かった方、または障害年金、遺族年金、失業給付金などの非課税所得のみの方

※上記に該当する場合であっても、計算の結果、所得税の納付額または還付額が算出される方は、所得税の確定申告が必要です。確定申告
の詳細は、飯田税務署（■０２６５－２２－１１６５）へお問い合わせください。

※青色申告の方、譲渡所得のある方、その他申告の内容によっては、市役所および各地区の申告会場では所得税の申告をお受けできません。

申告相談会場にお持ちいただくもの

○印鑑　　　○本人の預金口座のわかるもの

○平成２６年中の所得を明らかにできる書類　※平成２６年１～１２月までの全ての所得を申告していただきます。
・給与や年金の源泉徴収票（原本）
・営業等や農業、不動産の収支内訳書（当該所得のあった方）
・上記以外の所得があった方……収入金額、必要経費の確認ができる書類など

○控除を受けるための証明書など　※証明書、領収書などがない場合、控除が受けられません。
・生命保険料・地震保険料の控除証明書・国民年金保険料・国民年金基金掛金の社会保険料控除証明書
・市役所保健課から届く申告用保険税（料）納付済額のお知らせ
・身体障害者手帳など、障害の等級が確認できる証明書（障害者控除を受ける方）
・医療費の領収書、高額療養費や生命保険などで医療費の補てんを受けた金額がわかる書類
・寄付先の法人または、団体から交付された寄附金受領証明書（寄附金控除、寄附金税額控除を受ける方）

相談会場にお越しになる前に、事前の準備をお願いします。

各地区で開催する申告相談には多くの市民のみなさまがお越しになります。そのため、会場でお待ちいただく時間を少しでも
短くするため、次の点について、みなさまのご協力をお願いします。

○営業等、農業、不動産所得を申告される方
平成２６年１月から１２月までの収入の金額、必要経費の金額について、帳簿、領収書をもとに項目別に集計してからお越しくだ
さい。（会場で、領収書等を基に集計すると大変時間がかかってしまいます。）

○医療費控除を申告される方
平成２６年１月から１２月までの領収日が押された領収書を受診者ごと医療機関別に分け、それぞれの金額を集計してからお越
しください。

市・県民税の申告には、申告書作成ファイルをご利用いただけます。

ご自宅などで市・県民税申告書を作成できるファイルを飯田市のウェブサイトからダウンロードできます。
申告相談会場までお越しいただかなくても、自宅で入力、印刷した申告書を郵送または窓口で提出できます。
詳細は、飯田市ウェブサイトをご覧ください。

【注意事項】

●申告書作成ファイルは、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ社のＥｘｃｅｌ ２０１０にて動作の確認をしております。
Ｅｘｃｅｌの以前のバージョンや他の表計算ソフトでは、正常に作動しない場合があります。

●申告書作成ファイルでは、申告書のデータのインターネットを介した送信はできません。また、申告書の電子メール、ＦＡＸによる受
付も行っておりません。申告書を印刷して押印し、添付書類と共に税務課へ郵送または税務課窓口に提出をお願いします。

申告期限申告期限

３/１５㈮３/１６㈪

市・県民税の申告が必要な方 … 市役所へ市・県民税の申告書の提出をお願いします。
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リニア関連道路整備に対する意見の募集

２月１０日㈫～２３日㈪

選定ルート帯に対するご意見など
※詳しくは飯田建設事務所ホームページをご覧ください。
（２月１０日より掲載予定）

http://www.pref.nagano.lg.jp/iidaken/index.html

募集内容

対象箇所

募集期間

意見の提出先

長野県が検討を行っているリニア関連道路整備に
ついて、昨年１２月の説明会で３つのルート帯を示し
ました。第２回説明会（注※）においては、選定した１つ
のルート帯を提案します。
つきましては、選定ルート帯に対するご意見などを
お寄せ下さい。

（国）１５３号　飯田北改良

長野県駅～座光寺スマートＩＣ（仮称）の道路新設

〒３９５-００３４　飯田市追手町２-６７８
長野県　飯田建設事務所
整備課　計画調査係（担当：中村・山浦）
　　　０２６５（２４）５４１２
　　　iidaken-seibi@pref.nagano.lg.jp

問い合わせ先

国県リニア事業課　リニア事業係
内線　２７６３

（注※）第２回説明会は２月２日㈪～４日㈬に開催予定

４月２９日（祝）　松本市で開催

飯田市チーム事務局　飯田市教育委員会　生涯学習・スポーツ課　スポーツ振興係　 ０２６５-２２-４５１１（内線３７３２）／ ０２６５-５３-４５４６

申し込み・問い合わせ

▼市町村対抗小学生駅伝競走大会の部

▼市町村対抗駅伝競争大会（一般）

▼陸上教室募集対象

▼陸上教室申込期限　２月１６日（月）

小学校３年生から６年生
中学校１年生から３年生 （現在の学年）

▼教室・練習について
①陸上教室および強化練習は、土曜日を中心に開催予定です。

　　申し込みをされた方に詳細を別途通知します。（日程や詳細事項など）

②会場は飯田運動公園（三日市場）、松尾総合運動場を予定しています。

③参加費は無料です。保護者の方は会場までの送迎をお願いします。

▼市町村対抗駅伝選手選考について

陸上教室の参加者から記録を参考に右記大会の選手選考を行います。

選手になられた方は４月に強化練習があります。

※申込期限終了後も随時受け付けます。

松本平広域公園陸上競技場　４区間　６.０ｋｍ

選手４人（男女各２人）・補欠２人（男女各１人） 

各区間１.５ｋｍ

松本平広域公園陸上競技場発着　
９区間　４２.１９５ｋｍ
中学生男子２人　３.１ｋｍ、４.４ｋｍ
中学生女子１～２人　２.７ｋｍ、３.１ｋｍ
補欠１人

陸上競技（駅伝）の普及と選手の育成を目的に市内の小中学生

の皆さんを対象とした陸上教室を開催します。仲間と一緒に練

習をする中で、陸上競技の楽しさや、駅伝について知っていた

だく絶好の機会です。皆さんの参加をお待ちしております。陸上教室参加者募集

第２５回 長野県市町村対抗駅伝競走大会
第１１回 長野県市町村対抗小学生駅伝競走大会

陸上教室・選手選考会参加申込書（小中学生のみ）

住　　所 参加者氏名 生年月日 保護者氏名 緊急連絡先

学校名 （　　　　　　学校） 男　・　女

〒 ふりがな 自宅・携帯
平成　　　年　　月　　日

※必要事項を記載し、FAXまたはメールで事務局まで送付していただくか、電話にて必要事項をお知らせください。
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※世帯の総所得額、建物の経年、間取りなどによって異なります。

募集する市営住宅

募集戸数

入居の資格

申込方法

申込受付期間

抽選日時・場所

●現に同居し、または同居しようとする親族がいること（申込時
から３カ月以内に結婚する方を含む）
・単身入居の条件などは、お問い合わせください。

●収入が、飯田市営住宅等条例に規定する基準以内であること
（表下の入居収入基準参照）

●市区町村税を完納していること

●入居者および同居者が暴力団員（暴力団員による不当な行
為の防止等に関する法律第２条第６号に規定された暴力団
の構成員）でないこと

●住宅に困っていることが明らかなこと

●外国籍の方は、１年以上の在留期間があること

・申込書は、期間中、地域計画課住宅係、上村自治振興セン
ター、南信濃自治振興センターにあります。
・申込書に必要事項を記入、押印し、地域計画課住宅係に
本人または代理の方が持参してください（上村自治振興セ
ンター、南信濃自治振興センターでも受付けます）。

３月１９日（木）  午後３時
鼎文化センター（鼎公民館）３階で公開抽選
（抽選には、本人または代理の方が必ず出席してください。）

２月２３日（月） ～３月６日（金）
午前８時３０分～午後５時１５分
（土・日曜日は除く）

平成２７年８月末までに空き家となる戸数

表のとおり

次の条件のすべてを満たす方

北の原 松尾常盤台 3DK
三尋石A・C棟 大瀬木 2LDK、3LDK オール電化

平林 鼎切石 3DK
大堤 座光寺 2K～3K
長野原 時又 3DK
飯沼 上郷飯沼 3DK
黒田 上郷黒田 3DK
中郷 上村 3LDK

１号市営 流宮 上村 3LDK
上町 上村 3LDK
程野 上村 3LDK
下栗 上村 3LDK
樋口 南信濃和田 3DK
押出第１ 南信濃和田 3DK
押出第２ 南信濃和田 2LDK
夜川瀬第１ 南信濃和田 3DK
夜川瀬第２ 南信濃和田 1DK、3DK

２号市営 西の原 大休 3K 浴槽なし

３号市営
三尋石B棟 大瀬木 2LDK、3LDK オール電化

夜川瀬第３ 南信濃和田 3DK、3LDK、5LDK
押出第３ 南信濃和田 4DK、4LDK 若者住宅

４号市営 夜川瀬第４ 南信濃和田 1DK 独身住宅

松原 南信濃和田

２８,２００円

３５,４００円

３１,９００円

２１,２００円

２３,５００円

２３,７００円

２６,７００円

１５,６００円

１７,７００円

２４,０００円

１４,８００円

１６,０００円

１１,４００円

１６,２００円

２５,３００円

１８,９００円

２９,３００円

１６,８００円

７２,０００円

３７,０００円

２０,０００円

１０,０００円

７,０００円

１９,０００円

２０,０００円

２１,４００円

１４,２００円

１５,４００円

１５,９００円

１８,０００円

１０,５００円

１１,９００円

１６,１００円

　９,９００円

１０,８００円

　７,６００円

１０,９００円

１７,０００円

１２,７００円

　９,８００円

１１,３００円

３９,２００円

２４,０００円

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

、

1DK

区　分 団　地　名 所　在　地 家賃目安 ※ 間　　取　　り 備　考

■問い合わせ
　地域計画課　住宅係　内線２７３４

●オール電化住宅では、
ガス器具を使用できま
せん。三尋石市営住
宅では給湯設備を設
置していますが、電気
調理器（電気コンロな
ど）は、入居する方の
負担で設置していた
だくことになります。

●浴槽なしの住宅では、
入居する方の負担で
浴槽、風呂釜を設置
（退去時は撤去）する
ことになります。

●駐車場は１世帯１台分
のみ。２台目以降は、
入居する方自身が団
地外で探していただく
ことになります。

●動物の飼育不可

●若者住宅は４０歳未満
で同居親族がいること。

●独身住宅は４０歳未満
で単身者であることが
条件になります。

●収入月額は、世帯全員の年間総所得の合計から世帯の構成
に応じた所定の額を控除した後、月額換算した金額（申込時に
説明）

●裁量階層とは、入居者が６０歳以上、かつ同居者が６０歳以上また
は１８歳未満の世帯、中学校在学中まで（上村、南信濃地区は２０
歳以下まで）の子どもがいる世帯、入居者の中に１級から４級の
障がいのある方がいる世帯などを指します。

入居を募集する市営住宅

入居収入基準

１号市営

２号市営

３号市営

４号市営

収入月額　１５８,０００円以下
   （裁量階層　収入月額 ２１４,０００円以下 ）

収入月額　１１４,０００円以下
   （裁量階層　収入月額 １３９,０００円以下 ）

収入月額　１５８,００１円～２５９,０００円

収入の基準なし
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第５２回 飯田市公民館大会第５２回 飯田市公民館大会
〈併催：ムトス飯田学習会・第３０回ムトス飯田賞表彰式〉

第５２回 飯田市公民館大会第５２回 飯田市公民館大会

飯田市公民館

２月１５日
㈰

午後１時～５時１５分
（受付 ０時３０分～）

場 所

日 時

◎飯田市教育功労者表彰　　◎第３０回 ムトス飯田賞表彰

【 開会行事 】　　午後１時～１時４５分

飯田市公民館大会は、この１年間の公民館活動の成果を確認

する機会として、また公民館を取り巻く課題を整理しこれからの

公民館のあり方を考える機会として開催しています。

第５２回を迎えた今大会は、リニア中央新幹線ルート・駅位置

決定や三遠南信自動車道全線開通に向け地域が大きく変貌し

ようとするなか、持続可能な地域を確立する上で公民館が果た

す役割や、これからの地域づくりに重要となる視点を共有し、私

たち自身に何ができるのかともに考える大会とします。多くの市

民の皆さんのご参加をお待ちしています。

午後１時５５分～３時１５分基調講演

テーマ ： 「地元学」による
持続可能な地域づくり

◆持続可能な地域であり続けるためには、その地
域と人の持っている力に気づき、自分たちで地
域の元気を創っていくことが求められます。自ら
調べ、考え、創造していく「地元学」の考え方に
基づ き、無いものねだりを
するのではなく、
今、足元にある宝
物を探し、磨き、
光らせ、新しく「あ
るもの」を組み合
わせていく「一点
突破全面展開」の
考え方から持続
可能な地域づくり
を学びます。

～ないものねだりから
                   あるもの探しへ～

●参加を希望される方は、飯田市公民館までご連絡

（電話・ＦＡＸ・メールのいずれか）をお願いします。

●ご不明な点は、飯田市公民館までお問い合わせください。

飯田市公民館／ ０２６５（２２）１１３２　 ０２６５（２２）１０２２　 iccc01@city.iida.nagano.jp申し込み・問い合わせ

（地元学ネットワーク主宰）

講　師 ： 吉本哲郎 さん

午後３時３０分～５時１５分分科会

テーマ：“人”が支える地域づくり
【話題提供】 篠田澄子 さん （上郷下黒田北いこいの家サロン代表）

長沼  豊 さん （座光寺公民館運営委員）

第
１
分
科
会

テーマ：次世代につなげる地域文化
【話題提供】 松澤美佳 さん （上郷小学校教諭）

森下たまき さん （人形劇フェスタ上郷地区実行委員）
松下誠宏 さん （鼎公民館下茶屋分館文化部長）

第
２
分
科
会

テーマ：子どもを育む地域の力
【話題提供】 川路通学合宿準備委員会 の皆さん

長沼清隆 さん （千代どんぐりの会）

テーマ：環境を学び、守り、生かす
【話題提供】 原  亮弘 さん　（ＮＰＯ法人南信州おひさま進歩）

加藤  勝 さん、岡井武司 さん　（東野谷川に蛍の棲める環境づくり）

テーマ：明日の地域に若者の視点を！
【話題提供】 山口雄大 さん （上村若い衆で地域を語らまいか）

大屋敷和彦 さん （南信濃若者プロジェクト会議）

【助言者】 朝岡幸彦 さん （東京農工大学教授）

第
３
分
科
会

第
４
分
科
会

第
５
分
科
会

第
６
分
科
会

テーマ：ムトス飯田３０周年記念 パネルディスカッション

　　 「ムトス３０年から次の一歩へ！」
【話題提供】 ムトス飯田賞受賞 の皆さん（予定）　他

【コメンテーター】 牧野光朗 （飯田市長）、吉本哲郎 さん
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講師紹介

飯田市社会福祉大会飯田市社会福祉大会飯田市社会福祉大会
～ 人と人とがつながり 支えあう地域づくり ～

第５８回第５８回第５８回

※手話通訳・要約筆記あります

２月１８日㈬

飯田文化会館　ホール
※駐車場に限りがありますので、できるだけ乗り合わせ
または公共交通機関などをご利用ください。

うっかり八兵衛の「元気」になる話
講師：高橋 元太郎 （たかはし げんたろう） さん

と　き

基調講演

ところ

問い合わせ 飯田市社会福祉協議会　　総務課 ０２６５（５３）３０４０

東京都出身。
“スリーファンキーズ”のメンバーとして東芝レコード
よりデビュー。
「シャボン玉ホリデー」「夢で逢いましょう」「魅惑の
宵」などの歌謡番組に多数出演。
ソロ歌手として独立。「ぼく」「ダニーボーイ」「太陽は
燃えている」などを発表。
ＴＢＳ「大岡越前」“すっとびの辰三”役、ＴＢＳ「水戸黄
門」“うっかり八兵衛”役でお茶の間の人気者に。
他にも「飛んでる！平賀源内」「江戸を斬る！」など多
数ご出演。ナショナル劇場総出演本数は１,３００本を
超える。

昭和１６年
昭和３６年

昭和３７年

昭和４４年

…
…

…

…

受付

開会・表彰式典

基調講演

閉会

午後０時２０分～

午後１時～

午後２時～（９０分）

午後３時４５分～

入場無料入場無料

講師紹介

●場 所：

●内 容：

●講 師：

●日 時：

平成２７年平成２７年

新春経済講演会新春経済講演会

本年の日本経済、そして地方経済の行方はどう

なのでしょうか。

今年は経済政策通の飯田泰之先生をお招きし

ての経済講演会です。ぜひご聴講ください。

本年の日本経済、そして地方経済の行方はどう

なのでしょうか。

今年は経済政策通の飯田泰之先生をお招きし

ての経済講演会です。ぜひご聴講ください。

１９７５年７月７日東京都生 まれ。
東京大学経済学部卒業。
東京大学経済学研究科博士課程単位取得退学。
駒澤大学経済学部専任講師・准教授を経て、
２０１３年４月より明治大学政治経済学部准教授。
財務省財務総合政策研究所上席客員研究員。
株式会社シノドスマネージングディレクター。
専門は日本経済・ビジネスエコノミクス・経済政策・マクロ経済学。

聴講無料聴講無料
●場 所：シルクプラザ （育良町）

●内 容：「２０１５年どうなる！日本経済の行方と地域経済の影響」

●講 師：飯田泰之 さん　（エコノミスト、明治大学政治経済学部准教授）

◆申込方法：電話でお申し込みください。

◆申し込み：飯田商工会議所
０２６５（２４）１５００　　 ０２６５（２４）１１４２

◆問い合わせ：金融政策課　内線４８８０

２月２６日㈭ 午後２時～３時３０分●日 時：

決定

上 下 左 右
飯田市からのお知らせ、地
域からのお知らせ、お悔やみ
情報、リサイクルステーション、
休日当番医、緊急情報など、
生活に役立つ情報をお届けし
ています。

リモコンの　　　　　　　　ボタンで

画面表示の情報メニューを移動し選択します。

リモコンの　　　ボタンを押すことによって、

その情報の内容を見ることができます。

決定

上 下 左 右ご
利
用
方
法

■問い合わせ
総務文書課　情報システム係
内線２１２８

ケーブルテレビの

デジタル１２チャンネルで

放送中!!

ゆい

ケーブルテレビの

ゆい
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～ 小さな子どもと子育て中のお父さん、
                  お母さんのためのコンサート ～
～ 小さな子どもと子育て中のお父さん、
                  お母さんのためのコンサート ～

★日　時：３月１５日（日）
①９：４５～／ ②１１：００～（演奏時間約３０分）

★会　場：飯田人形劇場（カーペットの上で鑑賞）

★定　員：各回６０組

★参加費：親子２００円

★出　演：ソノール・クラリネットアンサンブル

★プログラム：

♪ソノール列車に乗ってみんなで遊園地へ。しゅっぱつ進行！
　（ストーリーにあわせて童謡などを演奏します。）

Ｅメールもしくは往復はがきで
お申し込みください。

〒３９５－００５１　飯田市高羽町５－５－１　飯田文化会館事業係宛

※往信用の文面へ申込必要事項を、返信用の宛名面へご自身の宛名を
ご記入ください。

①希望の時間（９：４５～ or １１：００～）

②保護者氏名　　③子ども氏名、年齢

④保護者・子ども各人数　　⑤住所　　⑥電話番号

●問い合わせ

飯田文化会館　     ０２６５（２３）３５５２

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｌｇ.ｊｐ/ｓｉｔｅ/ｂｕｎｋａｋａｉｋａｎ/

申込方法

Ｅメール

往復ハガキ

申込必要事項

ｎｉｋｏｎｉｋｏ＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ
※送信後、返信される受付確認メールをもって
申込完了となります。

★申込締切：２月１７日（火）必着
（１通につき１親子。応募者多数の場合は抽選。
抽選結果は２月２２日までにお知らせします。）

（主に０～２歳児を対象としています）（主に０～２歳児を対象としています）

三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信 遠
州
遠
州三市合同企画 第１１９回
東
三
河

東
三
河

豊
橋
の
三
大
祭
り
の
一
つ

で
、国
指
定
重
要
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
鬼

祭
」。古
来
よ
り
続
く
こ
の
鬼

祭
は
、
日
本
の
神
話
を
田
楽

に
取
り
入
れ
て
祭
り
の
神
事

と
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
赤
鬼
と
天
狗
が
争
う

「
か
ら
か
い
」を
は
じ
め
、
神

楽
、田
楽
、年
占
、御
神
幸
な

ど
、２
日
間
に
わ
た
り
さ
ま

ざ
ま
な
神
事
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

「
か
ら
か
い
」の
神
事
で
は
、

荒
ぶ
る
神
と
さ
れ
る
赤
鬼

が
天
狗
と
の
争
い
の
末
に
改

心
し
、
お
詫
び
と
し
て
タ
ン

キ
リ
飴
と
白
い
飴
粉
を
振
り

撒
き
、
境
内
を
真
っ
白
に
染

め
ま
す
。こ
れ
が
、
鬼
祭
が

奇
祭
と
呼
ば
れ
る
理
由
の

一
つ
で
す
。こ
の
白
い
飴
粉

を
浴
び
、
タ
ン
キ
リ
飴
を
食

べ
る
と
夏
病
み
を
し
な
い
と

い
わ
れ
、
見
物
客
は
歓
喜
の

声
を
あ
げ
る
と
と
も
に
粉
ま

み
れ
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
か
ら
か
い
の
ほ
か

に
も
、
一
足
高
足
と
い
う
古

代
か
ら
伝
わ
る
型
で
踊
る

「
司
天
師
田
楽
」や
、子
鬼
が

境
内
を
飛
び
跳
ね
災
い
を

大
地
に
押
し
鎮
め
る「
地
踏

行
事
」
、
天
の
岩
戸
を
開
く

神
楽
舞
を
奉
納
す
る「
青
鬼

と
岩
戸
舞
」な
ど
、見
ど
こ
ろ

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

白
い
飴
粉
と
歓
声
が
入

り
混
じ
る
鬼
祭
。こ
の
天
下

の
奇
祭
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

天下の奇祭 鬼祭天下の奇祭 鬼祭

２月１０日㈫・１１日㈷
※「からかい」は１１日のみ

安久美神戸神明社
（豊橋市八町通三丁目）

安久美神戸神明社
０５３２（５２）５２５７

と　き

ところ

問い合わせ

鬼
祭
鬼
祭

降
り
か
か
る
白
い
飴
粉

　

 

沸
き
上
が
る
見
物
客 

天
下
の
奇
祭白

い
飴
粉
で
真
っ
白
に
な
っ
た
境
内

赤
鬼
と
天
狗
の
か
ら
か
い

か
ぐ

ら

で
ん
が
く

と
し
う
ら
な
い

ご
し
ん
こ
う

い
っ
そ
く
た
か
あ
し

し
て
ん
し
で
ん
が
く

い
わ
と
の
ま
い
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りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコカフェ Info
りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

２月３日㈫より申し込み受付開始します

２月のエコカフェ

★病気にならない為に生活習慣の改善！
脳出血の体験から学んだこと
日時：２月１７日㈫

１０：００～１１：３０
講師：金山利毅さん

（寝具の金山）
参加費：５００円（お茶付き）

★身近な自然が素敵に変身！
～枯れ葉で絵を描く
枯れっ葉（かれっぱ）絵を作ろう～
日時：２月１８日㈬　１０：００～１２：００
講師：片桐幸子さん
参加費：３００円

★「貯金上手」になりませんか？
節約しなくてもお金が殖える
不思議を教えます！
日時：２月２０日㈮

１０：００～１２：００
講師：藤本恵実さん
参加費：５００円（お茶菓子付き）

★シューマイを作ろう！本場の味を和風にアレンジ
日時：２月２５日㈬　１０：００～１２：００
講師：森山哲子さん
参加費：５００円
持ち物：エプロン・三角巾

★カラフル簡単！日用品が華やかに！
～デコパージュの作品を作ろう～
日時：２月２６日㈭
①１０：００～１２：００　②１３：００～１５：００
講師：片桐景子さん
参加費：６００円
持ち物：新聞紙１日分・ハサミ・鉛筆

★地元産の卵を使っておやつ作り
～作って食べよう、

ふわふわのシフォンケーキ～
日時：３月５日㈭　１０：００～１２：００
講師：原裕子さん
参加費：５００円
持ち物：エプロン

知
っ
て
お
こ
う
！

効
果
的
な
冬
の節電

方
法

寒
さ
厳
し
い
冬
。
皆
様
の

ご
家
庭
で
は
ど
の
よ
う
に
節

電
を
し
て
い
ま
す
か
？
寒
い

か
ら
と
必
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以
上
に
暖
房

を
使
っ
て
い
た
ら
、次
の
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に

電
気
代
が
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倍
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ね
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
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て
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う
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よ
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効

果
的
な
冬
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節
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方
法
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い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
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部
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の
暖
房
。
温

度
設
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を
控
え
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目
安
は

２０
度
）に
し
、
扇
風
機
な
ど

を
使
い
天
井
付
近
の
暖
か
い

空
気
を
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せ

ま
す
。
暖
房
時
に
は
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や
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す
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め
、
暖

房
範
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を
小
さ
く
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て
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率
の
よ
い
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分
暖
房
を
活
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し
ま
し
ょ
う
。

次
は
暖
房
費
節
約
の
た
め

の
お
助
け
グ
ッ
ズ
。
市
販
の

専
用
パ
イ
プ
で
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
か
ら
コ
タ
ツ
に
熱
風
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引
き
込
め
ば
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タ
ツ
の
電

源
な
ど
入
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な
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て
も
暖
か

で
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し
、す
き
ま
テ
ー
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ア
の
す
き
間
を
埋
め
る
だ
け

で
冷
た
い
空
気
が
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っ
て
こ

な
く
な
り
ま
す
。こ
の
他
に

も
、電
子
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
下
に

敷
く
ア
ル
ミ
シ
ー
ト
や
窓
に

貼
る
断
熱
シ
ー
ト
な
ど
、
今

は
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
簡
単

に
手
に
入
る
の
で
、
ご
家
庭

で
工
夫
し
て
み
て
下
さ
い
。

最
後
は
暖
房
器
具
の
お

手
入
れ
。冬
は
空
気
が
乾
燥

し
て
お
り
ホ
コ
リ
を
吸
い
が

ち
で
す
。フ
ィ
ル
タ
ー
の
目
詰

ま
り
は
能
力
が
２０
％
も
低
下

し
、
約
５
％
の
無
駄
な
電
気

代
が
か
か
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と
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れ
て
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ま
す
。
普
段
か
ら
掃
除
を
細

め
に
し
て
冬
の
節
電
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う

ちょっと

　エコな
生活をちょっと

　エコな
生活をちょっと

　エコな
生活を

※当日キャンセルの場合は講座によっては材料費を
いただく場合があります
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

絵手紙講座
３月５日㈭　９：００～１１：００　対象 ：成人
講師：黒河内秀幸 （日本絵手紙協会）
内容：絵手紙を楽しく描きます。

ザザムシをとって味わおう
３月７日㈯　９：００～１１：００　対象 ：幼児～成人
主催：天竜川上流河川事務所
内容：天竜川でいろんなザザムシをつかまえて味くらべ。

写真講座（講義３回目）
３月１１日㈬　９：００～１１：００　対象 ：成人
講師：宮島　功 （飯田市写真家）
内容：撮影の方法を学びます。

グラウンドゴルフ
３月１４日㈯　９：００～１１：３０
対象：幼児～成人
講師：奉桑会
内容：誰でもできる簡単ゴルフを楽しもう！

※材料がなくなり次第終了します

磯辺揚げもちづくり
２月１５日㈰ １０：３０～１２：００受付 材料費：１５０円

窯焼 きピザづくり（ツナガーリック）
２月２２日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：３００円

土のペンダントづくり
２月２８日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：１００円

ストーンペインティング
３月１日㈰
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００

革のキーホルダーをつくろう
２月２１日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：５００円

ラミネート手形を残そう！
３月１４日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００

初心者向け！フラワーアレンジメント講座（全２回）
２月１８日㈬・１９日㈭　１０：００～１５：００
※両日参加できる方に限ります。

材料費 ：２回で５,０００円
持ち物：エプロン、アレンジ用ハサミ・アレンジ用ナイフ

がある方は持ってきてください。
場所：どんぐり会議室
講師：まーじゅ （公園スタッフ）

木製スプーンづくり講座（全３回）
２月２５日㈬ 、３月４日㈬ 、３月１１日㈬　１０：００～１６：３０
※全日参加できる方に限ります。

材料費 ：３回で３，０００円
持ち物：小刀・彫刻刀・作業用ゴム軍手
場所：土の工房
講師：ミブサン （公園スタッフ）

ギター初級技術講座（全３回）
２月２２日㈰、３月１日㈰、８日㈰
①１３：００～１５：００　②１５：３０～１７：３０
※全日参加できる方に限ります。

持ち物：アコースティックギター
場所：どんぐり会議室
講師：玉井安行さん （ミュージシャン）

サイエンスショー＆理科工作の講座設計
～「光」をテーマに～
３月７日㈯　１３：３０～１５：００
持ち物：筆記用具  場所：どんぐり会議室
講師：三浦宏子さん

（おもしろ科学工房リーダー）

２月１６日㈪、２３日㈪ 、３月２日㈪、９日㈪

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。詳細は公園ホームページにてご確認く
ださい。

※予約制のイベントは公園事務局までお電話ください。

森森子ども大学（子ども体験学習）

食の工房体験学習

土の工房体験学習

なかまの館体験学習

森森大学院（成人向け講座）
※対象：成人　　　※予約制（定員になり次第締め切り）

お知らせお知らせ

休館日（２月１５日～３月１４日の期間中）

「もりもり文化祭　参加者募集中！」
２０１５年３月２１日㈷・２２日㈰に
「かざこし子どもの森公園　もりもり文化祭」を
開催いたします。
ステージ発表の出演者、手づくりワークショップ・
フリーマーケットの出店者を募集しています。
詳しくは公園ホームページをご覧ください。

※屋外は利用できます

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴をお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

材料費・参加費については、特に記載のないものは無料
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
　http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

さわってあてよう
２月１７日㈫～３月１日㈰　（小雨決行）

動物川柳に挑戦しよう！
２月１７日㈫～３月１日㈰

ブリちゃんのお散歩
２月２１日㈯・２２日㈰
１３：００～１３：１５
（雨天中止）

本の中の動物にふれよう！
３月７日㈯・８日㈰　１３：３０～１４：００

絶滅の危機！ライチョウ
３月１０日㈫～２９日㈰
ライチョウに関するパネルの
展示を行います。

羊毛で遊ぼう
３月１４日㈯・１５日㈰　１３：３０～１４：３０　（雨天中止）

ｎｅｗかわらんべウォーキング
２月１９日㈭　１３：３０～１５：３０
対象：成人
講師：酒井浩文 （ソウル五輪競歩代表）
内容：坂道らくらくウォーキング

（城山 コース４.８ｋｍ）

ヒラタケ作り（キノコ汁付）
２月２１日㈯　９：００～１１：００ 対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：原木にヒラタケの菌を植え付けます。

天竜河原の岩石図鑑
２月２８日㈯　９：００～１１：３０
対象：小３年～成人
講師：村松　武 （美術博物館）
内容：石の種類がわかる図鑑を作ろう！

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあります。

ビーバーの巣直しみれるかな？
１４：４５～　ビーバーの活動開始時間によって、変更する
場合があります。

みんなでリクガメをビッグにしよう！
１１：４５集合
人数：１日５組（各組１日１回づつ）
申込期間：前日の開園時間中まで
参加資格：１１：４５までに来園 できる方

２月１６日㈪、２３日㈪ 、３月２日㈪、９日㈪

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

毎週土日・祝日のイベント （定期）

毎週土日・祝日のイベント （１２月～３月）

休園日（２月１５日～３月１４日の期間中）

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　　０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　　０２６５（２３）３５５２

★第１１回 いいだ人形劇まつり
「りんごっこ劇場」

日時：２月８日㈰　 第１部　１０：３０開演
第２部　１３：３０開演

会場：飯田女子短期大学
    地域響流館アカシアホール

出演：竹田人形座竹の子会／
人形劇団なむなむ／
飯田東中学校／劇団マサハル／
慈光幼稚園キラキラ座／
飯田女子短期大学子ども文化研究会／
ぱぺっ　と　どらら／飯田女子高等学校／
川路小学校／松尾小学校

飯田文化会館では、今年度文化庁イニシアチブ事業の助成を
受けて、様々な人形劇公演や人形劇の創造事業を開催しました。

人形劇初級講座

沢則行フィギュアシアタ・デザインコース

人形劇センタープロデュース人形劇「人魚姫」の制作

「おたまじゃくしの１０１ちゃん」の制作に取り組み、２月８日のりん
ごっこ劇場で発表します。

舞台美術・人形美術のデザイナーを養成する講座を行いました。
現在は北海道の札幌市、岩見沢市で巡回展を開催しています。
来年度は舞台化を目指した取り組みを開始します。

２０１１年の１１月に開始し１年以上かけて「人魚姫」の制作に取り組
みました。現在、３月の初演に向けた稽古を行なっています。

こま撮りアニメーション・パーフェクトコース

若者たちの新しい感性で、飯田のＣＭを制作するプロジェクトで
す。４月の完成を予定しています。

活動状況の報告
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